
 

■ これからの国土づくりにおける防災意識 
 

国土づくりにおいて力を入れるべきこととして、国民は災害に対する安全性の
確保を最も望んでいる。 

 
○今後20年くらいの間の国土づくりにおいて、力を入れるべきだと思うこと 

（２つまで回答） 
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49.8

0 10 20 30 40 50 60

わからない

その他

国際交流を活発にするための施設の整備

文化施設や学術施設の充実

美しい地域景観の形成

歴史や伝統を生かした都市づくり

新しい産業を発展させるための基盤の整備

交通施設や通信施設の総合的な整備

身近な生活環境施設の整備

食料や資源の安定供給の確保

自然環境の保護

災害に対する安全性の確保

(%)

Ⅱ 東海地震等に対する住民意識等
 （出典「これからの国土づくりに関する世論調査」（総理府、平成８年６月））
災害に対する安全性の確保
 

 
 



 

 

■ 地震災害に対する国民意識 
地震災害への国民意識は、阪神・淡路大震災直後一時的に高まっ

た。しかし、時間が経過するにつれて再び低下しており、国民の地震災

害に対する意識は風化しつつある。 

 
○災害に対する意識 
○自分の住んでいる地域がどのような災害に対し危険だと考えているか（複数回答可） 
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（出典「防災に関する世論調査」（総理府、平成 9年 9 月）） 

阪神・淡路大震災（平成 7年 1月）



 

 

■ 東海地震への関心度 
静岡県では、東海地震に「関心がある」人は９割以上を占める。 

 
○東海地震等への関心 
○東海地震への関心（静岡県民調査） 

32.3
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55.6

10.0
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平成5年度

平成7年度

平成9年度

平成11年度

平成13年度

非常に関心がある 多少関心がある あまり関心がない まったく関心がない・無回答

 
平成 7 年度調査では阪神・淡路大震災の影響で関心が高まったものの、その後関心度は
停滞していた。平成 13年度調査では、4月に静岡県中部の地震、5月に第 3次地震被害想
定の発表などにより東海地震への関心が高まったものと思われる。 
 
○愛知県調査との比較（愛知県については東海・東南海地震への関心） 

39.8

38.3

52.0

55.6
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平成14年3月愛知県調査

平成13年12月静岡県調査
非常に関心がある

多少関心がある

あまり関心がない

まったく関心がない

無回答

（出典「東海地震についての県民意識調査」（静岡県）） 

（出典「防災（地震）に関する意識調査」（愛知県））



 

 

■ 防災行政への要望 

住民の防災行政への要望としては、発災時の緊急対応等への支援に

要望が集まっている。（静岡県内） 

 
○行政に特に力を入れて取り組んでもらいたい防災対策（３つまで回答可） 
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9.5
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31.6

36.3

48.0

る

地下街、高層ビルに対する
防災指導を強化する

自主防災組織の体制を充実させる

防災パンフレットや新聞・テレビ等を
通じ住民の防災意識を高める

屋外広告や窓ガラス等の落下を
防ぐよう安全性の点検や指導を強化する

災害に強いまちづくりの
ための再開発を進める

被災建物の再建支援

耐震診断や耐震補強に対する
相談や費用負担などの支援

応急医療体制を充実させる

避難場所や避難道路などを整備する

高齢者、心身障害者、災害弱者に
対する施策を充実させる

震災後の生活自力再建の支援

食糧・飲料水や毛布など、
非常用物資の備蓄を十分に行う

災害時の正確かつ迅速な
情報を伝える体制を充実させる

 
消化活動体制を充実させ消火体制を充実させる
2.0

0.5
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無回答

その他

（％）  
 

（出典「平成 13 年 4月 3 日の静岡県中部を震源とする地震についてのアンケート」 

（静岡総合研究機構 防災情報研究所）） 



 

 

■ 平成 13 年静岡県中部地震が起こった際の住民心理 
実際に地震が起こった際には、どう行動してよいかわからない住民が

多い可能性がある。 

 
○地震の際最も困ったこと（３つまで回答可） 

 
 

（出典「平成 13 年 4月 3 日の静岡県中部を震源とする地震についてのアンケート」 

（静岡総合研究機構 防災情報研究所）） 
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何も困らなかった

親戚・知人の安否がわからなかった

食糧の備蓄等がなく困った

電話がかからなかった（一般電話）

携帯電話がかかりにくかった

行政からの情報が少なかった

何をしてよいのかわからなかった

逃げるべきか、そうでないのか

判断ができなかった

（％）

逃げるべきか、そうでないのか

判断ができなかった

何をしてよいのかわからなかった



 

 

■ 平成 13 年静岡県中部地震直後の情報ニーズ 

強化地域内の住民は、地震発生直後「この地震が東海地震に結びつ

くかどうか」についての情報を求める可能性がある。 

 
○ 地震発生直後に知りたかった情報（複数回答可） 
 

 
 

（出典「平成 13 年 4月 3 日の静岡県中部を震源とする地震についてのアンケート」 

（静岡総合研究機構 防災情報研究所）） 
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家に戻らない家族の安否や居所

市町村や消防の応急措置

の内容や指示・連絡

道路、通信、電気、ガス、水道が

大丈夫かといった情報

自分の住む地域にどんな被害が

起こっているかについての情報

自分や自分の家族が

避難すべきかという情報

余震の可能性やその規模

今回の地震についての

震源地や規模などの情報

まもなく大きな地震が

くる前ぶれかどうか

今回の地震が東海地震に
結びつくかどうか

（％）

今回の地震が東海地震に

結びつくかどうか

まもなく大きな地震が

くる前ぶれかどうか







 

 

■ 東海地域における家庭内での地震への備え 
東海地域では全国に比べ、家庭内での地震への備えが進んでいる。 

 
○家庭内での地震への備え 
○大地震が起こった場合に備えて、家庭でどのような対策をとっているか 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

携帯ラジオ、懐中電灯、医薬品などを準備している

消火器や三角バケツを準備している

近くの学校や公園など、避難する場所を決めている

いつも風呂に水をためおきしている

貴重品などをすぐ持ち出せるように準備している

食糧や飲料水を準備している

家族との連絡方法などを決めている

家具や冷蔵庫などを固定し、転倒を防止している

非常持ち出し用衣類、毛布などを準備している

防災訓練に積極的に参加している

自分の家の耐震性を高くしている

ブロック塀を点検し、倒壊を防止してる

その他

特に何もしていない

わからない

（％）

東海地域

全国

・東海地域と全国で比較すると、家具の転倒防止を除きいずれも東海地域のほうが値が高

い。 
・「特に何もしていない」答えた人は全国 34.0％だったのに対し、東海地域 24.2％と 10ポ
イント近くの差がある。 

 
（東海地域：静岡県、愛知県、三重県） 

（出典「防災と情報に関する世論調査」（総理府、平成 11 年 8 月）） 



 

 

■ 静岡県、愛知県における家庭内の食糧備蓄状況 

食糧備蓄を行っていない家庭の割合が半数近くを占めている。 
 
○食糧備蓄状況 
○非常持ち出し用としての食糧の備蓄状況 
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7日分以上

用意していない

無回答

 備蓄していない家庭が、平成 9年度（41.0％）、平成 11年度（43.3％）、平成 13年度（45.0％）
と年々増加。 
 
○愛知県調査との比較 
食糧を「備蓄している」割合（静岡 54.1％⇔愛知 37.5％）、「3 日分以上」の割合（静
岡 25.8％⇔愛知 15.6％）とも愛知県の調査よりもかなり高くなっている。 
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用意していない

無回答

（出典「東海地震についての県民意識調査」（静岡県）） 

（出典「防災（地震）に関する意識調査」（愛知県）） 



 

 

■ 静岡県、愛知県における家庭内の飲料水の備蓄状況 
飲料水を備蓄している家庭の割合は約６割を占める。３日分以上

備えている家庭の割合は約１／４を占める。備蓄量は 1～2日分が最
も多い。 
 
○飲料水の備蓄状況 
○飲料水の備蓄状況（１人の１日あたり必要量を３リットルとして換算） 
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○愛知県調査との比較 
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37.4
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（出典「東海地震についての県民意識調査」（静岡県）） 

（出典「防災（地震）に関する意識調査」（愛知県））    



 

 

■ 東海地域における自主防災組織への関心 
東海地域では、自主防災組織への関心が高い。 
また、防災訓練への参加意識が高く、特に町内会などの地域単位で行

っている防災活動が盛んである。 
 
○自主防災組織の組織率 
○組織率（世帯数に対する組織されている地域の世帯数の割合） 
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全国

（％）  
静岡県における自主防災組織の組織率は、全国で一番高い（97.8％、全国平均 56.1％）

（平成 12年 4月 1日現在）
 
○地域の自主防災組織への加入状況（全国） 
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自主防災組織に入っている家庭は 68.8％であり、その数は年々増加している。 
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○防災訓練への参加状況 
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13.7

30.3
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61.9

44.5
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全国

東海地域

積極的に参加している

参加したことがある

参加したことはない

 
防災訓練の参加経験（積極的に参加している+参加したことがある）は、全国 38.1％に対

し、東海地域 55.6％と非常に高い。 
 
 
○現在どのような自主防災活動に参加しているか 
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東海地域においては、特に町内会などの地域単位で行っている防災活動が盛ん（全国

17.2％⇔東海地域 28.2％）である。 
（出典「平成 13 年度版防災白書」（内閣府、平成 13 年 7 月）） 

（出典「防災と情報に関する世論調査」（総理府、平成 11 年 8 月）） 
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■ 地震保険の普及状況 
 
地震保険世帯加入率は、阪神・淡路大震災以降伸びているものの、
１６％に留まっている。 
 
 
 

 
○地震保険加入率の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（出典）損害保険料率算定会調べ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

 
  ■ 都道府県別地震保険加入率
 

 
 
 
○都道府県別普及状況 
 

                              単位：％ 
等 地 普 及 率（平成１３年３月末現在） 

  5.0％以上   7.5％以上  10.0％以上  15.0％以上  20.0％以上 
  7.5％未満  10.0％未満  15.0％未満  20.0％未満  
１等地１等地１等地１等地 沖縄沖縄沖縄沖縄   6.6 山口山口山口山口   9.2 福島福島福島福島   10.2 広島広島広島広島   15.5  
(平均平均平均平均 島根島根島根島根   7.1 岡山岡山岡山岡山   8.5 香川香川香川香川   12.0 福岡福岡福岡福岡   15.0  
  10.9％％％％) 佐賀佐賀佐賀佐賀   5.0  鹿児島鹿児島鹿児島鹿児島 14.9 北海道北海道北海道北海道 15.8  
      
      
２等地２等地２等地２等地 長崎長崎長崎長崎   5.9 秋田秋田秋田秋田     8.5 青森青森青森青森   10.7 熊本熊本熊本熊本     15.5  
(平均平均平均平均 山形山形山形山形   6.5 愛媛愛媛愛媛愛媛     9.8 新潟新潟新潟新潟     11.1 宮城宮城宮城宮城     15.8  
  11.1%) 富山富山富山富山   7.2 群馬群馬群馬群馬     8.5 鳥取鳥取鳥取鳥取     12.8 山梨山梨山梨山梨     15.7  
  岩手岩手岩手岩手   7.5 栃木栃木栃木栃木     12.0   
   徳島徳島徳島徳島     10.5   
   高知高知高知高知     13.8   
   宮崎宮崎宮崎宮崎     14.7   
   大分大分大分大分     10.6   
   茨城茨城茨城茨城     14.7   
   石川石川石川石川     10.0   
３等地３等地３等地３等地 長野長野長野長野     6.2 滋賀滋賀滋賀滋賀     8.9 奈良奈良奈良奈良     13.0 埼玉埼玉埼玉埼玉     18.6 千葉千葉千葉千葉     21.1 
(平均平均平均平均   兵庫兵庫兵庫兵庫     12.3 岐阜岐阜岐阜岐阜     15.5 愛知愛知愛知愛知     20.8 
  13.4%)   福井福井福井福井     10.0 大阪大阪大阪大阪     15.3  
   和歌山和歌山和歌山和歌山 10.0   
   京都京都京都京都     11.1   
   三重三重三重三重     11.2   
４等地４等地４等地４等地    静岡静岡静岡静岡     19.5 神奈川神奈川神奈川神奈川 23.2 
(平均平均平均平均     東京東京東京東京     24.9 
  22.3%)      

全国平均 16.0 
 
 
(出典)損害保険料率算定会調べによる地震保険契約件数(平成１３年３月末現在)を住民基本台帳
に基づく世帯数(平成１３年３月末)で除して算出した。 

 

      
             

      
              

       

       

 強化地域関係都県においては、比較的地震保険への加入率が高い。



 

 

■ 住宅の耐震診断の実施状況 

静岡県においても住宅の耐震診断が課題となっている。 
 
○耐震診断実施状況（木造住宅居住世帯について） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典「東海地震についての県民意識調査」(静岡県、
 
○耐震診断を実施しない理由（複数回答） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典「東海地震についての県民意識調査」(静岡県、

0.4%
8.8%

0.8%耐震診断を実施した

耐震診断を実施していない

無回答
耐震診断未実施

0.7%

1.4%

6.4%

6.6%

11.4%

9.4%

0% 10% 20

東海地震が起こると思わないから

無回答

その他

借家だから

手間がかかるから

住んでいる家は安全に作ったから

費用がかかるから

経過年数等から診断するまでもなく安全ではないから

耐震診断のやり方がわからないから

大地震による被害は避けられないと思うから
9

 
平成１２年２月)） 

 
平成１２年２月)） 

 

 

19.7%

20.0%

37.2%

29.3%

% 30% 40%



 

 

■ 静岡県民の耐震補強への関心度 
平成 13 年静岡県中部地震発生直後においても、住民意識として、耐

震補強を「してみたい」人と「したくない」人とはほとんど同数だった。 

 
○地震を経験しても自宅の耐震補強を進めようと思わない理由 
○地震を経験して、自宅の耐震補強をしようと思ったか 

18.4 41.0 9.0 13.4 12.9

3.0 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ぜひしてみたいと思う

してみたいと思う

どちらともいえない

あまりしたくない

したくない

できない

無回答
 

 
○自宅の耐震改修をしようと思わない理由（複数回答可） 

6.8

0.7

8.1

11.7

13.0

16.0

26.7

30.6

31.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

その他

東海地震が起こると

思わないから

耐震診断のやり方が
わからないから

診断するまでもなく、経過年数や

構造から安全でないことはわかる

借家・賃貸だから

手間がかかるから

診断するまでもなく、住んでる
家は安全に作ったから

どんな構造の木造住宅でも

大地震にあえば被害は避けられない

費用がかかるから

（％）  

（出典「平成 13 年 4月 3 日の静岡県中部を震源とする地震についてのアンケート」 

（静岡総合研究機構 防災情報研究所））    




